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い
に
し
年
、
は
じ
め
て
積
年
の
望
を
容
さ
れ
て
、
机
を
横

寺
町
の
玄
關
に
据
ゑ
た
り
し
夜
、
燈
下
に
坐
し
て
暗
涙
襟
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傳
ふ
を
覺
え
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、
喜
び
極
り
て
泣
き
た
る
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時
に
一
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り
、
戸
を
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し
て
入
る
、
御
免
と
、
予
未
だ
取
次
の
事
に
馴

れ
ず
、
其
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面
を
〓
る
の
み
、
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先
生
自
ら
燈
を
秉
り
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出
で
て
迎
へ
、
誰
氏
で
す
、
客
曰
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、
原
で
す
、
あ
ゝ
、
抱

一
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君
か
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、
後
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片
を
取
り
て
獨
り
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し
て
曰
く
、
『
闇

中
政
治
家
』
の
作
者
原
抱
一
庵
君
と
、
爾
來
君
の
作
に
接
す

る
毎
に
、
其
の
精
透
雄
勁
の
文
を
誦
す
る
と
與
に
別
に
常
に

無
量
の
感
な
き
能
は
ず
、
知
ら
ず
以
て
、
『
聖
人
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乎
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の
序
た
る
を
得
る
や
、
否
や
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